
★
秘
仏
閻
浮
壇
金
観
音
略
縁
起

　　
安
住
寺
秘
仏
観
音
は

、
印
度
ビ
シ

ュ
ー
ギ
ャ
ー
マ
の
閻
浮
壇
金
を

も

っ
て
作

っ
た
と
言
う
観
世
音
像
三
十
三
体
の
一
つ

。

　
花
山
天
皇
の
寛
和
元
年

（
９
８
５

)

京
都
石
清
水
八
幡
宮
の
御
神

体
を

、
当
地
若
宮
八
幡
宮
に
御
勧
請
の
折

、
安
宗
律
師
が
神
輿
守
護

の
た
め
宝
蔵
秘
仏
観
音
の
尊
像
を
授
か
り

、
八
坂
川
河
畔
の
小
柏
島

に
祀

っ
た

。
後
に
お
堂
を
建
て
大
安
寺
と
称
し
た

。

　
あ
る
時

、
観
世
音
が
安
宗
の
夢
に
現
れ

「
わ
れ
竜
宮
の
化
益
に
赴

か
ん
と
す

。
わ
が
空
座
に
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
す
べ
し

」
と
告
げ

て

、
尊
像
は
一
夜
の
う
ち
に
 
お
隠
れ
に
な
り
ま
し
た

。
安
宗
律
師

は

、
御
告
げ
ど
お
り
自
ら
阿
弥
陀
如
来
を
彫
刻
し
お
ま
つ
り
し
た

。

　　
そ
の
後
六
百
有
余
年
を
経
て

、
慶
長
元
年

（
１
５
９
６

）
杉
原
伯

耆
守
殿

、
近
松
寺
川
に
て
御
遊
魚
の
折

、
奇
し
く
も
そ
の
網
に
観
音

の
尊
像
が
か
か
り

、
時
の
古
老
の
話
か
ら
疑
い
な
く
も
大
安
寺
の
秘

仏
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
急
ぎ
遷
座
さ
れ

、
殿
様
よ
り
田
地
の
御
寄

付
を
賜

っ
た

。
こ
れ
よ
り
寺
号
を
観
音
寺
と
改
め
た

。
そ
の
後
再
び

観
音
像
は
見
え
な
く
な
り

、
正
保
二
年

（
１
６
４
５

）
の
頃

、
た
ま

た
ま
六
軒
町
の
高
橋
某

、
魚
釣
の
餌
を
掘

っ
て
い
る
時

、
砂
の
中
か

ら
尊
像
を
見
つ
け
出
し

、
松
平
英
親
殿
御
入
国
の
際
御
公
覧

。
信
仰

深
い
殿
は

、
直
ち
に
城
内
に
岩
観
音
を
御
相
殿
し
こ
こ
に
安
置
し

た

。

　　
天
和
元
年

（
１
６
８
１

）
英
親
公
と
安
住
寺
二
世
雪
渓
和
尚
と

が

、
一
夕
霊
夢
を
感
じ

「
わ
れ
城
内
に
あ

っ
て
結
縁
薄
し

、
願
わ
く

ば

、
廓
外
大
安
寺
の
 
古
跡
に
移
ら
ば
普
く
衆
生
を
利
益
せ
ん

」
と

御
告
げ
が
あ
り

、
一
宇
を
建
立
す
る
旨
雪
渓
に
伝
え
た

。
雪
渓
答
え

て
曰
く

「
希
有
な
る
か
な

、
公
と
わ
が
夢
符
合
致
し
た
る
が
如
し

、

公
こ
の
意
な
ら
ば
速
や
か
に
御
建
立
あ

っ
て
し
か
る
べ
し

」
と

。
早

速
堂
宇
を
造
営
し
尊
像
を
遷
座
し
た
と
こ
ろ

、
不
思
議
に
岸
下
よ
り

清
水
が
湧
出
し
た

。

　　
そ
の
後

、
松
平
重
賢
殿
の
発
願
で
大
門
を
造
営
し

、
武
運
長
久

、

国
家
安
全

、
五
穀
豊
熟
の
た
め
寺
領
を
増
加

。
し
か
も

、
秘
仏
た
る

が
由
に
一
般
大
衆
が
尊
像
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

、
幕
府

の
許
可
を
受
け
て
三
十
三
年
を
期
し
開
扉
す
る
こ
と
に
な

っ
た

。

時
代
も
移
り

、
明
治
に
な

っ
て
住
職
も
な
く
堂
宇
も
荒
れ

、
遂
に
観

音
寺
は
廃
寺
と
な

っ
た

。
明
治
十
五
年
再
興
を
試
み
た
が
成
ら
ず

、

安
政
五
年
の
御
開
帳
を
最
後
に

、
秘
仏
は
本
寺
で
あ
る
安
住
寺
に
移

さ
れ
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
以
前
に
ご
紹
介
し
ま
し
た

、
秘
仏
略
縁
起
を

　
　
　
　
　
　
　
　
改
め
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

。

台
風
一
過
と
は
ゆ
き
ま
せ
ん
・
・
・

　
台
風
十
四
号
が
、
日
本
列
島
を
這
う
よ
う
に
通
過

し
、
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

被
災
さ
れ
た
方
に
心
よ
り
、

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
内
で
も
二
年
前
の
七
月
豪
雨
か
ら
よ
う
や
く
復

旧
し
つ
つ
あ
っ
た
、
湯
平
温
泉
が
再
び
被
災
し
、
ま

た
も
深
い
傷
跡
が
の
こ
り
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
の

心
境
を
思
う
と
い
た
た
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、

稲
穂
が
頭
を
垂
れ
、

色
づ
き
始
め
、

も
う

じ
き
収
穫
だ
と
秋
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、

強
風

に
な
ぎ
倒
さ
れ
、
水
に
つ
か
り
ま
し
た
。
農
家
の
方

の
落
胆
と
諦
め
の
話
を
伺
い
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
安
住
寺
で
も
強
風
に
よ
り
、

永
代
供
養
塔
の
墓
碑

が
倒
さ
れ
破
損
。
ま
た
墓
地
南
側
、
下
の
長
昌
寺
と

の
境
界
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
な
ぎ
倒
さ
れ
る
被
害
が
出

ま
し
た
。

破
損
し
た
墓
碑
は
新
し
い
も
の
に
と
り
か

え
ま
し
た
。

塀
に
つ
い
て
は
、

新
設
ま
で
暫
ら
く
時

間
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
、

お
参
り
の
方
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
危
険
で
す
の

で
近
づ
か
な
い
で
下
さ
い
。

　
台
風
一
過
で
秋
ら
し
く
な
っ

た
と
、
喜
べ
な
い

方
々
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

強風で倒れたブロック塀

　　　　　墓地井戸端から撮影

　【観音講・閑栖和尚法話】

　　☆令和4年11月17日（木曜日）

　　☆午前10時～11時30分

　御開帳期間中行事として、観音講と閑栖和尚による法話会を予定しております。

祝敬老
敬老者の皆さん、敬老の日を迎

えられ、ご長寿おめでとうござ

います。例年ですと、安住寺合

掌会主催で敬老会が開催され、

皆さんとお顔を合わせ楽しい時

間を過ごすところですが、今年

も残念ながら敬老会は中止とな

りました。清末会長さんはじめ

今年こそ楽しい会をと意気込ん

でいましたが、コロナ第七波が

ピークの頃に開催の判断でした

ので、とても残念です。市内在

住の70歳以上のお檀家さんは、

280名近くおられます。皆様方の

益々のご長寿とご多幸を心よお

祈り申し上げます。

（４）令和4年10月23日　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　　　　　第180号（１）令和4年10月23日　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　　　　　　第180号

禅
の
心
第１８０号

令和４年　秋号

発行　安住寺（年４回）

臨済宗南禅寺派

〒873-0002

杵築市大字南杵築379

　　Tel　0978-62-2680

　　Fax　0978-62-3980

http://www.anjyuji.net

編集責任　矢野明玄

秘仏閻浮檀金観音御開帳
　　　　　　　　　　　　　　　　　期間・令和4年10月23日～11月23日

　　三十三年に一度の秘仏御開帳がいよいよ始まります。
　　　　　　　　　　皆様のご参拝心よりお待ちしております。

法
要
に
先
立

っ
て

、
午
前
九
時
よ
り
合
掌
会

バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す

。
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

午
前
十
一
時
よ
り

令
和
四
年
十
一
月
二
十
三
日

（
水
・
祝

）

御

閉

扉

法

要

　
　
午
前
十
一
時
よ
り

御
開
扉
法
要

開
扉
法
要
へ
の
お
参
り
は
特
別
な
制
限
を

設
け
ま
せ
ん
が

、
檀
信
徒
の
皆
様
を
代
表

い
た
し
ま
し
て

、
総
代
様
地
区
御
世
話
人

様
に
は

、
法
要
参
列
の
ご
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

。

ま
た

、
法
要
に
先
立
ち
ま
し
て

、
午
前
九

時
半
よ
り
お
祝
い
の

、
稚
児
行
列
を
出
し

ま
す

。

※
御
開
帳
中
は
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時

ま
で
参
拝
で
き
ま
す

。
境
内
駐
車
場
が
狭

い
場
合
は

、
裏
参
道
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

。

令和４年度　長寿番付表　安住寺敬老場所
東 年 住所 蒙御免 西 年 住所

弓町

古田初子 101 西大内山 大関 阿部睦子 99 西大内山

田代ハツコ 104 城山 横綱 阿部ヤエ子 102

東大内山

井上恵美子 98 東大内山 関脇 田椽美智子 98 南台

柏屋小夜子 99 宗近 同 藤原ユリコ 98

西下司

上美枝子 97 座間市 同 須賀悦子 96 杉山

田辺コウ 97 広島市 同 阿部ノブ子 97

守末

原ヨシ子 95 煙硝倉 同 二宮しん 95 猪尾

須賀ミヤ 96 東下司 小結 岩口花子 95

西大内山

川上浩 94 宗近 前頭１ 麻生恵美子 94 中平

麻生義子 95 藤の川 同 藤原ヒサ子 95

西下司
八坂周子 94 杉山 前頭３ 諸冨サヨ 93 別府市
宗田初子 94 東下司 前頭２ 諸富タマ 94

新興
廣石フサエ 93 宗近 前頭５ 加藤マサ子 93 西下司
渡邉チカ子 94 西下司 前頭４ 河内辰馬 93

吉田八重 93 永代橋

前頭１２

藤原和子 92

南台 藤原常一 93 西大内山

前頭１１

上園ナミ子 92 東大内山

前頭１０

秦エミ子 93

前頭９
前頭８
前頭７
前頭６

土谷岩治 92 天満
西大内山 麻生トキ 92 藤の川

十両１

藤原サト 92 西大内山

藤原定喜 92 行橋市
大分市 山本治 92 大分市

十両３

下原正徳 92 東下司

廣石須美 92 東下司
十両２

木付幸子 92

是久義則 92

魚町 綾部昇吉 92 谷町

十両５

阿部榮藏 92 大分市
杉山 渡邉健治 92 福岡市

十両４

大石勝子 92

安部草平 92 南台

魚町 91

梶取叶 91 別府市
阿部久美子 91 大分市
小深田智加

宗近
矢野エミ 92 中平

川上シゲ子 92

91 広小路
杉山

十両６

中野カズ子 91 西上藤原洋子 91 西大内山

加藤兵馬 91 東下司
諸冨美代子 91 菊本
須賀豊子

十両８
綾部葉子 91 十両７



☆開場・正午　　開演・午後1時
☆会場・安住寺本堂
☆法話講師　　大分市田室町
　臨済宗南禅寺派
　長福寺住職　宇都宮玄秀師
☆コンサート
　シンガーソングライター　ちひろさん

【ちひろさん・プロフィール】

・金子みすゞの詩を歌うシンガーソングライター。

・NHK中国５県放送「ラジオ YAMAGUTIC」のレギュラーを務め、「ラジオ深夜便」

「武内陶子のごごカフェ」にも出演。

・KRY山口放送ラジオ「ちひろDEブレイク」、全国８局のコミュニティFMで放送「み

すゞさんと明るいほうへ」のラジオパーソナリティを務める。

・NHK横浜放送局のラジオ番組「はま☆キラ！」のテーマ曲「YOKOHAMA ORANGE」

を作曲、岐阜聖徳学園高等学校、阿武小学校の校歌を作詞作曲、CMソングなども手がけて

いる。

・作曲した「山口市民の歌」が山口市、「一寸法師」が長門市にてそれぞれ防災無線で各

市内全域に放送中。

・2016年 広島東洋カープの公式試合（マツダスタジアム）にて国歌斉唱を務め、カープは

25年振りにリーグ優勝

・2018年 NHK「ラジオ深夜便」に出演

・2019年 視覚障害者柔道・廣瀬順子選手の応援ソングを制作

・湯田温泉のテーマソング「湯田温泉にKON来ん？」制作

・山口県出身　山口七夕ふるさと大使

　◆第7回日本放送文化大賞ラジオ部門準グランプリ受賞

・エフエム山口「こだまでしょうか～今、金子みすゞの心を聴きたい～」

　　パーソナリティ ちひろ

合掌会主催〈チャリティーバザー〉開催!!

《
月
例
行
事

》

　
☆
座
禅
会

十
一
月
五

（
土

）

十
一
月
二
十
六
日

（
土

）

十
二
月
十
七
日

（
土

）

　
　
午
前
六
時
半
よ
り

　
☆
写
経
会

十
一
月
二
十
一
日

（
月

）

十
二
月
十
六
日

（
金

）

　
　
　
午
前
十
時
よ
り

☆バザーの物品を大募集☆

令和4年10月29日（土）

　　　≪入場無料≫

※来場者人数の把握のため、参加ご希望

の方は、事前にお寺までご連絡を頂きま

すようお願いします。

午前9時よりバザー開始　　同11時より閉扉法要が執り行われます。沢山の方のご来場お参りお待ちしております。

合掌会地区役員さんのご協力で、既にバザーの物品協力のお願いをお知らせしておりますが、バザーが盛会に開催されま
すよう、改めてご協力お願いします。品物が多い方、遠方の方などお寺にご連絡いただければ、住職が取りに伺います。物
品は11月20日まで受け付けております。

　　　　　令和4年11月23日（木・勤労感謝の日）　午前9時より

　　♬お寺でコンサート♬
　　　　　　　　　　令和4年11月3日（木・文化の日）
　　　　　○会場・安住寺本堂
　　　　　○開場・午前10時
　　　　　○開演・午前10時半
　　　クラシックからポップスまで幅広く演奏します。
　　　秋のひと時、私たちと一緒に音楽を楽しみませんか。

御開帳記念「仏教講演会・ちひろコンサート」
（３）令和4年10月23日　　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第180号 （２）令和4年10月23日　　　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　第180号

🔸午後１時～

「記念法話」 長福寺和尚様

🔸午後２時～

「記念コンサート」 ちひろさん

対象年齢： 2歳～小学校低学年位まで

定 員 ： 50名程度

参 加 費： 5,000円（レンタル衣装代・記念品・記念写真代を含む）

申込み方法： 別紙申込用紙と参加費を一緒に締め切りまでお寺にお持ちください。

締め切り： 令和4年10月10日（月・祝日）まで

【衣装渡し】

【当日予定】

集 合 場 所 ： 西下司地区公民館

集 合 時 間 ： 午前8時30分

8:30 集合受付・着替え

9:30 稚児行列出発

10:00 安住寺到着・観音堂前にて稚児法要

10:15 記念撮影

10:30 記念品配布の後、解散

【その他】

・雨天の場合は、安住寺本堂で稚児法要・記念撮影を行います。

稚児行列・参加者募集
秘仏観音の御開帳を祝って、お孫さんお子さん

一緒に稚児行列に参加しませんか。
※市外県外からの参加も歓迎です。

【スケジュール】

・当日、駐車場が狭いためお車でお越しの方は、安住寺錦江駐車場、

　妙経寺駐車場をご利用ください。

令和4年10月23日（日）　午前9時半より　　 少雨決行

草履1,000円、足袋600円は含まれておりません。必要な方はお申し込みの

際にご注文下さい。サイズは特小・小・中・大・特大があります。

一度限りの使用になりますので、靴での行列参加でも構いません。

10月21・22日にお寺にて随時引き渡し。

申込用紙が必要な方はご連絡ください。　　安住寺・0978-62-2680
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